
　建築家ヴァルター・グロピウスの作風は建築に対する自身の
理念を実現する過程に合わせて変化し、｢全体劇場｣案（1927）は
機能主義的な特徴が初めて表れた作品である。この作品は、設計の
依頼者であり演出家のエルヴィン・ピスカートルが望んだ｢政治劇場｣
を実現するために、当時の最新技術を取り入れた大胆な劇場建築
案である。以降、構成主義的と機能主義的な設計は使い分けられて
おり、｢全体劇場｣案はグロピウスが建築に対する考え方を変化
させるきっかけを与えた作品であると考えられる。

　グロピウスはモホリ＝ナギやピスカートルといった演劇分野の専門家による実践的な知見や、モルナールやフィーガー、シェベックの
ような建築分野の専門家による形態の着想をもとにグロピウスは1927年に｢全体劇場｣案を設計したことが明らかになった。

　グロピウスはバウハウス教員のモホリ＝ナギの思想が反映されたモルナール
設計の｢U 劇場｣案（1924）を参考に｢全体劇場｣案の設計を始めた。しかし、
｢U 劇場｣案との形態の類似を持つ｢全体劇場｣案の初期案に対して、最終案
では独自の特徴を見せるようになった。

　この特徴は依頼者ピスカートルが自身の演劇論を表現するために「全体劇場」
案の計画以前から開拓してきた演出手法である。

　さらに、設計段階における形態の変化にはグロピウス建築事務所における
フィーガーとシェベックという担当者達の個性も関係しており、｢全体劇場｣案は
多分野にわたる専門家の知見によってもたらされた集合知の建築であると
言える。

　実は、｢全体劇場｣案の設計過程には多様な専門家が関与していた
ため、これらの専門家達の存在がグロピウスに作風の変化のきっか
けを与えた可能性も考えられる。そのため、グロピウス設計｢全体
劇場｣案（1927）の設計過程における形態の変化と多様な専門家と
の関係性について明らかにし、｢全体劇場｣案を多分野にわたる専門
家の知見によってもたらされた集合知の建築として再評価することを
本研究の目的とする。
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　本論文は「全体劇場」案の設計過程を（1）設計の依頼者エルヴィン・ピスカートル、（2）グロピウス建築事務所の2人の担当者、
そして（3）グロピウスが当時校長を務めていた芸術学校バウハウス、という3方向から注意深く整理しなおし、多分野にわたる専門家の
知見によってもたらされた「集合知の建築」と結論づけた。この成果は演劇・建築と複数分野にまたがる資料が遺された｢全体劇場｣
案だからこそ描き出せる成果であり、本研究独自の研究成果として高く評価できる。
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研究背景

まとめ

研究目的

指導教員コメントPoint

演出手法
・舞台背景に映像や画像を用いることで、観客に内容の
　理解を促す
・オープンスペース型の舞台で観客との一体感を演出

ピスカートルの舞台で実際の戦争の映像資料が背景に使われている様子
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｢全体劇場｣案平面図(左から順に奥行、前部、中央舞台)
＊黒く色がついている部分が舞台

｢全体劇場｣案の初期案平面図｢U劇場｣案平面図

形態の類似

独自の特徴
・映写装置の導入
　（映像や画像の投影のため）
・アダプタブルステージ
　（可動式舞台）の開発

形態の変化
・グロピウス建築事務所における
　フィーガーとシェベックという
　担当者達の個性


